
 

 

 

 

 

 

２０１４年２月１３日 

 

 

 

 

 

 

東 武 鉄 道 株 式 会 社 
 

東武鉄道（本社：東京都墨田区）では、２０１４年４月１日（火）より東武野田線に路線愛称名

「東武アーバンパークライン」を導入いたしますが、この路線愛称名をわかりやすく、より広く浸

透・定着させることを目的に、路線愛称名のロゴマークを制定しました。 

ロゴマークは、東京近郊の外周部を走る「野田線の形状」と未来への夢や希望をイメージさせる

「虹」をモチーフに、東武グループのグループロゴカラーであるフューチャーブルー※と、沿線  

に数多く点在する公園を表すブライトグリーンで、広い空と緑あふれる豊かな自然の中で人々が共

存していく野田線沿線を表現しました。順次、野田線各駅の案内表示や野田線で運行する車両等に掲

出します。 

東武鉄道では、路線愛称名導入や新型６００００系車両導入、駅施設の改修等により、野田線の魅

力を高め、当社沿線をはじめ首都圏の皆さまに、より一層親しみを持っていただきたいと考えていま

す。さらに野田線沿線においては、路線愛称名の導入と共に、清水公園での分譲住宅開発等、グルー

プ一体となって事業展開を図り、沿線価値向上を目指してまいります。 
 

※「フューチャーブルー」：東武グループのグループロゴカラー 

「Future Blue（フューチャーブルー）」は、「雲ひとつない宇宙まで透けて見えるような、抜

けるような青空」の色であり、「青の中の青」といえます。このカラーは、たくさんの人々の

安全・安心で、快適・便利な暮らしを支え続ける東武グループの「信頼性」や「包括力」、

「期待感」を表しています。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お問い合わせは、東武鉄道お客さまセンター ０３－５９６２－０１０２ 

 

東武野田線の路線愛称名「東武アーバンパークライン」の 

ロ ゴ マ ー ク を 制 定 し ま し た 
野田線各駅の案内表示や野田線で運行する車両に順次掲出します 

 

△「東武アーバンパークライン」ロゴマーク 

△「東武アーバンパークライン」ロゴ掲出イメージ 

２０１４年４月１日より路線愛称名を導入 



 

＜参考１＞ 

 

 

路線愛称名「東武アーバンパークライン」導入の概要 

 

路線愛称名「東武アーバンパークライン」は、野田線が東京近郊のベッドタウンを走行する路線と

して都市間輸送を担っているほか、都心に向かう通勤・通学路線との乗り換え駅を複数有する交通利

便性の高い路線であり、一方で身近に自然を感じられる公園などが多く点在し、憩いのある住みやす

い路線でもあることから、“アーバン＝都市”と“パーク＝公園”を組み合わせた造語で表現し、決

定したものです。 

１ 路線愛称名  「東武アーバンパークライン」 

２ 導 入 日  ２０１４年４月１日（火）から 

３ 導 入 目 的 

愛称名を導入することにより、当社沿線をはじめ首都圏の皆様により一層親しみをもっていた

だき、更なるイメージアップを図ることで、沿線価値向上を目指します。 

４ コンセプト 

野田線の特徴である都市間輸送と都心に向かう通勤・通学路線との乗り換え駅を複数有する交

通利便性の高い路線と、沿線に身近に自然を感じられる公園などが多く点在し、憩いのある住み

やすい路線を“アーバン＝都市”と“パーク＝公園”を組み合わせた造語で表現し、広くＰＲい

たします。 

５ 導 入 路 線  野田線全線 大宮～船橋間（６２．７ km）※駅数３５駅 

６ 導 入 箇 所 

（１）各駅の案内表示、路線図、運賃表など 

（２）各車両の車内案内表示器、車内自動放送など 

７ 野田線関係の主な取り組み 

（１）新型６００００系車両導入 

新型６００００系車両は２０１３年６月より営業運転を開始し、引き続き今年度中に６編成

３６両を新造します。この車両は、車体にアルミ合金を使用し、ＬＥＤ照明を採用することで

省エネルギーを図ることにより、代替する８０００系車両に比べて使用電力が約４０％削減と

なるほか、車内案内用液晶ディスプレイを設置、当社車両では初となる公衆無線ＬＡＮサービ

スを開始するなど、人と環境にやさしい車両です。 

（２）清水公園～梅郷間高架化工事 

清水公園～梅郷間において、千葉県の都市計画事業として連続立体交差化工事を施行中であ

り、清水公園～愛宕間および野田市駅構内で仮線工事を実施、２０１７年度の事業完成を目指

して工事を推進しております。 

※この工事が完成すると愛宕駅と野田市駅の２駅が高架駅となり、１１箇所の踏切が除却され

ます。 

（３）可動式ホーム柵の設置 

国土交通省から２０１１年８月に示された中間とりまとめを受け、国・関係自治体と連携し、

船橋駅（２０１４年春完成予定）と柏駅（２０１５年春完成予定）に可動式ホーム柵を設置い

たします。なお、両駅のホームにはＬＥＤ照明を導入するとともに、船橋駅についてはコンコ

ースのリニューアルを行うなど、可動式ホーム柵導入にあわせ駅のイメージアップを図ります。 

（４）橋上駅舎化工事 

関係自治体のご支援により橋上駅舎化を進め、運河駅は２０１３年１２月末に完成、岩槻駅

は２０１４年度中に完成予定です。橋上駅舎化にあたり関係自治体にて駅前広場整備を実施し

ていただいており、駅施設のバリアフリー化とともに駅アクセスの向上が図られます。 

（５）深夜時間帯の一部列車の運転区間延長 

本年５月中旬より、柏０時２６分発“野田市行き”（平日、土休日共）を「七光台行き」に

延長し、深夜時間帯における利便性向上を図ります（予定）。 



 

大宮公園 

（６）清水公園分譲開発事業 

清水公園駅前に約５００区画の大規模分譲開発「ソライエ清水公園 アーバンパークタウン」

が誕生、本年６月頃に販売センターをオープンします。 

「ソライエ清水公園 アーバンパークタウン」は、自然とのつながりを感じられる清水公園駅

前という立地にあり、「自然を感じる暮らし」「自分らしい暮らし」「コミュニティでつなが

る暮らし」という３つをコンセプトにしたプロジェクトです。 

以 上 

 

 

＜参考２＞ 

東武アーバンパークライン（野田線）路線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

以 上 
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